








要約 

極小未熟児の脳室内出血(以下IVH)発症,重症化に関して危険因子の分析,特に生後72時間

における換気状態,血圧・心拍数の変動,血液ガス所見の推移などに主眼をおいて,前方視的

に調査をすすめている。今回研究協力者の 7施設において,8 ケ月間の入院児について中間

集計を行った。IVH は対象児 163 人中 63 人(37.7%)に認められた。IVH 群と非 IVH群の平均

在胎週数は,26.6週および28.5週,平均出生体重は955g,1107gであり,IVH群により未熟性

の強い傾向が認められた。 

研究協力施設名:聖マリアンナ医科大学小児科,静岡県立こども病院小児科,淀川キリスト

教病院小児科,愛仁会高槻病院小児科,大阪府立母子保健総合医療センター新生児科,鳥取

大学医学部小児科,聖マリア病院小児科,以上の 7施設である。 


